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ま ち の i
n

f o r
m

a t i
o

月 n10
October

く
ら
し

く
ら
し

催
　
し

募
　
集

講
　
習

相
　
談

無
年
金
者
生
活
支
援
給
付
金
を
支
給

◆
対
　
象　

65
歳
以
上
の
公
的
年
金
の
受
給

資
格
の
な
い
方
で
、
次
の
①
か
ら

⑥
の
全
て
に
該
当
し
生
活
上
困

窮
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方

①
生
活
保
護
費
の
支
給
を
受
け
て
い

な
い
方

②
前
年
収
入
額
が
80
万
円
未
満
の
方

③
令
和
元
年
度
の
町
民
税
で
ど
な
た

か
の
扶
養
親
族
と
な
っ
て
い
な

い
方

④
町
税
な
ど
に
滞
納
が
な
い
方

⑤
同
一
世
帯
内
に
収
入
の
あ
る
同
居

人
が
い
な
い
方

⑥
同
居
し
て
い
な
い
親
族
や
第
三
者

な
ど
か
ら
定
期
的
・
臨
時
的
に
金

銭
の
支
援
を
受
け
て
い
な
い
方

◆
支
給
額

月
額
５
０
０
０
円

※
申
請
書
と
印
鑑
の
他
に
、
審
査
の

書
類
や
通
帳
な
ど
が
必
要
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
福
祉
課

高
齢
者
・
介
護
グ
ル
ー
プ

☎
�
７
５
０
７

知
っ
て
い
ま
す
か
？
建
退
共
制
度

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退

職
金
共
済
法
に
基
づ
き
建
設
現
場

労
働
者
の
福
祉
の
増
進
と
、
建
設

業
を
営
む
中
小
企
業
の
振
興
を
目

的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
退
職
金
制

度
で
す
。

事
業
主
の
方
々
が
、
労
働
者
の

働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
け
金
と

な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼

り
、
そ
の
労
働
者
が
建
設
業
界
で

働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き
に
建
退

共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
退
職
金

制
度
で
す
。

◆
対
　
象

・
建
設
業
を
経
営
す
る
事
業
主

・
建
設
業
の
現
場
で
働
く
労
働
者

◆
掛
け
金

日
額
３
１
０
円

◆
問
い
合
わ
せ

独
立
行
政
法
人　

勤
労
者
退
職
金

共
済
機
構　

建
設
業
退
職
金
共
済

事
業
本
部　

北
海
道
支
部

☎
０
１
１
（
２
６
１
）
６
１
８
６

秋
季
消
防
演
習

下
記
の
日
程
で
、
各
分
団
の
演

習
を
実
施
し
ま
す
。
な
お
、
演
習

実
施
中
に
車
両
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
火
災

と
間
違
わ
な
い
よ
う
に
お
願
い
し

催

し

ま
す
。

○
第
１
分
団
（
栗
山
）

◆
場
　
所

栗
夢
広
場

◆
日
　
時

10
月
19
日
㈯　

午
後
２
時

○
第
２
分
団
（
角
田
）

◆
場
　
所

角
田
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

◆
日
　
時

10
月
26
日
㈯　

午
後
３
時

○
第
３
分
団
（
継
立
）

◆
場
　
所

南
部
公
民
館

◆
日
　
時

10
月
中
旬　

午
後
１
時
半

◆
問
い
合
わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署

生
活
安
全
課

☎
�
０
１
５
０

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
つ
ど
い

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
や
、
親

睦
と
交
流
を
目
的
に
、
身
体
を

使
っ
た
楽
し
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
開
催
し
ま
す
。

多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

◆
日
　
時　
　

10
月
５
日
㈯

午
前
８
時
半
か
ら
正
午
ま
で

◆
場
　
所　
　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
対
　
象　
　

町
内
に
居
住
す
る
60
歳
以
上
の
方

◆
内
　
容　
　

身
体
を
使
っ
た
楽
し
い
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

※
参
加
費
は
無
料
で
す
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
つ
ど
い
実

行
委
員
会（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　

☎
�
１
３
２
２

消
費
者
生
活
学
習
会

◆
日
　
時

10
月
７
日
㈪

午
前
10
時
～
正
午

◆
場
　
所

町
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階
研
修
室

◆
内
　
容

「
知
っ
て
お
き
た
い
相
続
と
遺
産
」

◆
講
　
師

弁
護
士　

松
村　

亮
哉
さ
ん

※
参
加
費
は
無
料
で
す
。

◆
申
込
先・問
い
合
わ
せ

町
消
費
者
協
会　

事
務
局　

大
西

☎
�
４
３
８
３

※
10
月
５
日
㈯
ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

第
四
回
栗
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

◆
日
　
時

10
月
13
日
㈰

午
後
０
時
30
分
（
受
付
開
始
）

◆
場
　
所

緑
香
苑
（
栗
山
公
園
横
、
オ
オ
ム

ラ
サ
キ
館
向
か
い
）

◆
内
　
容

・
栗
ひ
ろ
い
、
焼
き
栗
実
演

・
白
樺
樹
皮
カ
ヌ
ー
展
示

・
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
展
示

・
コ
ン
サ
ー
ト

・
特
選
中
古
車
市

・
愛
の
バ
ザ
ー
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

・
景
品
の
当
た
る
抽
選
会

※
事
前
の
お
申
し
込
み
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

※
参
加
費
は
無
料
で
す
。

◆
主
　
催

「
く
り
や
ま
森
の
恵
み
を
活
か
そ

う
会
」「
栗
笑
夢
」

◆
問
い
合
わ
せ

○郷土芸能普及のため、太鼓の革を張り替え
栗山みのり太鼓では、一般財団法人自治総合セン

ターのコミュニティ助成事業の採択を受け、太鼓の革
の張り替えを行いました。町内外で行われるイベント
による地域の活性化やまちの PR、太鼓を通じた青少
年育成と郷土芸能の普及・継承に取り組んでいます。

この事業は、住民のコミュニティ活動を推進し、そ
の健全な発展を図るとともに宝くじの普及広報を目的
に行われています。

ウ
ク
レ
レ
弾
い
て
み
よ
う
会

初
め
て
弾
く
方
も
当
日
中
に

「
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
グ
レ
イ
ス
」
と

「
お
ど
る
ポ
ン
ポ
コ
リ
ン
」
を
弾

い
て
歌
え
る
こ
と
を
目
標
に
、
ウ

ク
レ
レ
弾
い
て
み
よ
う
会
を
開
催

し
ま
す
。

◆
日
　
時

10
月
12
日
㈯

午
後
１
時
～
３
時

◆
場
　
所

栗
山
地
の
塩
キ
リ
ス
ト
教
会

（
錦
３
丁
目
）

※
参
加
費
は
無
料
で
す
。

※
茶
菓
差
し
入
れ
は
歓
迎
し
ま
す
。

◆
持
ち
物

ウ
ク
レ
レ

※
楽
器
店
で
３
０
０
０
円
程
度
か
ら

購
入
で
き
ま
す
。
お
持
ち
の
方
は

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
先
着
１
人
の
み
当
日
に
ウ
ク
レ
レ

貸
出
可
能
で
す
。
お
申
し
込
み
の

際
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

異
文
化
交
流
を
楽
し
む
会　

田
近

☎
０
９
０（
６
１
９
１
）０
１
７
４

緑
香
苑

☎
０
８
０（
１
８
９
９
）３
４
２
４

く
す
み
洋
服
店

☎
�
１
０
８
８

暮
ら
し
の
ア
ー
ト
と
木
工
家
具
作

品
展

町
で
制
作
さ
れ
た
陶
芸
・
書
・

銅
版
画
の
ア
ー
ト
作
品
と
、
町
内

外
の
家
具
作
家
が
手
掛
け
た
木

工
家
具
作
品
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
展
で
す
。

◆
日
　
時

11
月
２
日
㈯
、
４
日
（
振
休
）

午
前
10
時
～
午
後
５
時

◆
場
　
所

く
り
や
ま
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｕ（
キ
ロ
ル
）」（
北

海
道
介
護
福
祉
学
校
隣
）

※
入
場
無
料
で
す
。

◆
出
展
者

・
奥
田
秋
湖
（
書
）

・
古
林
玲
美
（
銅
版
画
）

・
宮
本
秀
仁
（
家
具
工
房　

森
巣
）

・
篠
島
寿
宏
（
家
具
工
房　

木
朧
）

・
飯
野
方
人
（
木
工
房　

森
の
音
）

・
畠
山
吉
勝

（
木
工
房　

ぴ
よ
も
こ
）

◆
問
い
合
わ
せ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｕ

（
キ
ロ
ル
）」

☎
�
６
４
６
６
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給水装置はお客様（所有者）の財産です
　町が管理する配水管から分かれて、各家庭に水
を配る水道管を「給水管」といいます。この給水
管と止水栓、水道メーター、蛇口などをまとめて「給
水装置」と呼んでいます。
　給水装置の水道メーター以外は所有者の財産で
すので、所有者が維持管理を行い、それにかかる
費用は所有者の負担となっています。
　家庭で安心して水道を使用していただくために、
給水装置から水が漏れていないか、故障がないか
など、いつも気を付けて管理してください。
※配水管から水道メーターまでの給水管の漏水に

ついては、町で負担します。
【問い合わせ】

町上下水道課上下水道グループ　☎ 73-7514

みんなの

水 道

◆
申
込
定
員　

30
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽

選
に
な
り
ま
す
）

◆
申
込
期
間

10
月
７
日
㈪
～
9
日
㈬

◆
主
催
・
問
い
合
わ
せ

く
り
や
ま
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
加
盟

店
会　

仲
井　

☎
０
９
０（
１
５
２
１
）3
5
0
5

ス
キ
ー
指
導
員
養
成
講
習

栗
山
ス
キ
ー
連
盟
で
は
、
ス

キ
ー
指
導
員
に
挑
戦
す
る
方
の
養

成
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

◆
期
　
間　

11
月
～
３
月

◆
対
　
象

･
20
歳
以
上　
Ｓ
Ａ
Ｊ
1
級
取
得
者

・
シ
ニ
ア
Ｓ
Ａ
Ｊ
２
級
以
上

◆
申
込
期
限
　

10
月
19
日
㈯
ま
で

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

栗
山
ス
キ
ー
連
盟　

谷
田
進
太
郎

☎
０
９
０（
1
5
2
6
）3
3
5
6

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

◆
日
　
時　

　

10
月
18
日
㈮

　

午
後
1
時
～
3
時

◆
場
　
所

募

集

　

 国民年金保険料『２年間前納』を
ご利用になりませんか？

毎年 4 月末に 2 年間の国民年金保険料を前納す
る納付方法により、大きな割引を受けられます。

2 年間前納は、口座振替、現金、クレジットカー
ドでご利用できます。
≪ 2 年間前納のメリット≫
① 2 年間で 15,000 円程度の割引となります。
※令和元年度～口座振替で 15,760 円割引、現金、

クレジットカードで 14,520 円割引
② 2 年前納分の全額がその年の社会保険料控除の対

象となります。
※お申し込みは随時受け付けていますが、毎年の申

込期限は 2 月末です。
【問い合わせ】

　町住民保健課住民グループ
　☎ 73-7509

国 民 年 金

は
じ
め
て
の
お
つ
か
い
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す

◆
日
　
時

11
月
2
日
㈯

午
前
10
時
～
午
後
3
時

（
1
人
30
分
程
度
）

◆
場
　
所

ま
ち
の
駅
「
栗
夢
プ
ラ
ザ
」（
発

着
）・
駅
前
通
り
商
店
街
内

◆
対
　
象

町
内
の
年
中
・
年
長
児
童

※
兄
弟
（
弟
・
妹
）
一
緒
の
参
加
は

可
能
で
す
。

◆
内
　
容

保
護
者
か
ら
頼
ま
れ
た
お
つ
か
い

を
子
ど
も
た
ち
が
一
人
で
行
う

◆
参
加
特
典

子
ど
も
た
ち
の
お
つ
か
い
の
様

子
を
記
録
し
た
D
V
D
、
く
り

や
ま
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
（
5
0
0

円
分
）
を
贈
呈

◆
参
加
料

無
料
（
買
い
物
に
か
か
る
費
用
は

ご
負
担
く
だ
さ
い
）

◆
申
込
方
法

各
保
育
園
・
こ
ど
も
園
で
配
布
の

申
込
書
を
ま
ち
の
駅
「
栗
夢
プ
ラ

ザ
」
に
提
出
（
申
込
書
は
ま
ち
の

駅
「
栗
夢
プ
ラ
ザ
」
に
も
あ
り

ま
す
）

　

岩
見
沢
保
健
所

◆
内
　
容

こ
こ
ろ
の
健
康
問
題
を
抱
え
る
方

へ
の
精
神
科
医
に
よ
る
面
接
相
談

◆
申
込
方
法

　

事
前
に
電
話
で
予
約

◆
申
込
先

　

岩
見
沢
保
健
所
健
康
推
進
課

　

☎
0
１
２
６
⑳
0
１
２
２

無
料
法
律
相
談

◆
日
　
時

　

10
月
18
日
㈮

　

午
後
1
時
～
4
時

◆
場
　
所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
し
ゃ
る
る
」

◆
内
　
容

　

札
幌
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
に
よ

る
30
分
程
度
の
法
律
相
談

◆
申
込
方
法

　

事
前
に
電
話
で
予
約

◆
相
談
料　

　

無
料
（
定
員
6
人
）

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
�
1
３
２
２

秋はヒグマにご注意を！
ヒグマによる人身被害は、特に春と秋に多く発生していま

す。秋は冬眠を控えて、エサを求めてより活発に活動するた
め、人間とヒグマが遭遇する確率が高まります。

町では本年６月から９月までに 4 件の目撃情報があります。
入山する際は、安全のために下記のルールを守って行動し

ましょう。

【日　　時】
12 月 1 日㈰　9：00 ～　

【試験場所】　
北海道庁別館

（札幌市中央区北３条西７丁目）
【予備講習日時】

11 月 17 日㈰　9：00 ～ 17：00
【予備講習場所】

札幌コンベンションセンター
（札幌市白石区東札幌 6 条 1 丁目 1-1）

【受付期間】
・試験　　　10 月 15 日㈫～ 11 月 15 日㈮
・予備講習　11 月 10 日㈰まで

狩猟免許試験のお知らせ

【野山でヒグマに遭わないための基本的なルール】
・事前にヒグマの出没情報を確認する
・一人で野山に入らない
・野山では音を出しながら歩く
・薄暗いときには行動しない
・クマの足跡やフンを見つけたら、すぐに引き返す
・食べ物やゴミは必ず持ち帰る

【免許種類】
銃猟（第 1 種・第 2 種） 、わな猟、網猟

【費　　用】
・免許申請手数料 　5,200 円（免許ごと）
・予備講習料　8,250 円～ 16,500 円
※網猟以外は助成制度がありますので、

お問い合わせください。　
【問い合わせ】

町有害鳥獣被害防止対策協議会
（町産業振興課農林業振興グループ）

☎ 73-7515

【問い合わせ】
町産業振興課農林業振興グループ
☎ 73-7515

講

習


